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いく上で重要

ティア自身

は、元気で
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今月のテーマ
「

沖縄の⽅⾔で、こんな素敵な⾔葉があることを知っていますか？
「ゆいまーる
かな？と思ってしまいます。
「ゆいまーる」とは、助け合いという意味で使われています。そして「ゆいまーる」と
いう沖縄県のわらべ歌としても県⺠をはじめ、観光客の間でも広く親しまれ、歌われて
いるのです。
「いちゃりばちょーでー」とは、“⼀度会ったら皆兄弟”という沖縄のことわざです。沖縄
県⺠は、とっても⾯倒⾒がいいという県⺠性があります。観光に⾏くと、こんなに親切
にしてくれるの？とびっくりしてしまいます。このことわざは、横のつながりが強い、
沖縄の人の温かさを表しているのではないでしょうか。
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